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Ⅱ. 衛生学講座の 2009 年の記録 
月 2009年の記録
1 8 ～ 16 Salt Fluoridation Study in Champasak Province, Lao PDR　（眞木・古賀）
1 13












4 7 東レ産業検診・一般検診（大澤・今井）（4/8, 14, 23）
6 6 東京歯科大学学会, 千葉　（大澤発表）
6 6 第7回　小象の会　生活習慣病予防国際フォーラム,ホテルプラザ菜の花　（特別講演：松久保）　（写真）
6 13 ～ 14 第25回東京歯科大学カリキュラム研修ワークショップ（杉原：タスクフォース、大澤：参加者）
6 17 ～ 20 老年歯科医学会, パシフィコ横浜　（柴田・杉原・眞木発表）　（写真）
6 30 ～ 7/8 ORCA, Budapest, Hungary　（眞木発表）
7 1 小山先生　学位一次審査合格(７月１５日大学院委員会で審査合格(乙１８４６号）　（写真）
7 13 ～ 14 大学院ベーシックコース「生物統計学入門」（講師：松久保、杉原、参加者：大澤）





8 1 ～ 1 第27回地域歯科保健研究会（夏ゼミ）, 東歯大千葉校舎, （眞木・今井：実行委員および参加者）　（写真）
8 9 3学会合同シンポジウム,血脇記念ホール. (古賀,大澤,実行委員会委員長：眞木）
8 23 歯科衛生士学校4校合同サマースクール2009(水道橋校舎）（講師：松久保）　（写真）
8 22 東京歯科大学体験入学　実習衛生学講座担当（松久保、杉原、櫻井、今井、大澤担当）　（写真）
8 22 ～ 23 日本口腔インプラント学会　第29回関東・甲信越支部学術大会（須山発表）
8 24 第56回全国歯科大学口腔衛生学教授協議会, タワーホール船堀　(会長：松久保、参加：眞木、杉原）（写真）
8 29 東京歯科大学臨床研究デザインワークショップ（参加者：杉原）
29 ～ 30 日本咀嚼学会健康咀嚼指導士研修会(水道橋校舎）(講師：松久保）　（写真）
9 4 歯と口の健康アップセミナー、足立区（講師：杉原）
9 3 市川市歯科医師会　H21年度すこやか口腔健診開始（全13校）（大澤・今井・潮見）
9 6 ～ 10 WPCD（眞木発表）
9 25 27 題３９回日本インプラント学会学術大会, 大阪国際会議場　（須山発表）
9 13 第5回日本住環境医学研究会学術集会, 静岡（須山発表）
9 12 東京歯科大学歯科衛生士専門学校創立60周年記念式典(眞木、松久保参加）(ニューオタニ幕張）




10 9 ～ 11 第58回口腔衛生学会・総会, 長良川国際会議場　（須山, 古賀, 吉野, 小山, 浮谷, 大澤発表）　（写真）
10 17 ～ 18 東京歯科大学学会, 千葉　（浮谷発表、杉原座長）
10 23 ～ 25 第9回韓国臨床予防歯科学会, ソウル大学　（特別講演：眞木）
朝鮮大学歯科大学校学生特別講義(松久保)(写真）
32nd General meeting of the Korean Academy of Dental Health, 韓国, 光州　（大澤、浮谷発表, 特別講演：松
久保・杉原、参加：櫻井）（写真）
11 13 東レ産業検診・一般検診（大澤・今井）（11/18, 19, 24）
11 22 23 第19回日本全身咬合学会、名古屋（松久保、杉原：発表、座長）（写真）
12 12 ～ 15 2009年度室内環境学会総会, 大阪　（須山発表）
12 18 厚生労働大臣登録 防除作業監督者講習会（講師；山中）
日













































1 人間生物学 後期 1 歯なしにならない話 眞木
3 衛生学 前・後期 28
松久保・眞木・山中・須山・杉原・橋
本・野村
3 口腔衛生学 後期 10 松久保・眞木・杉原・鏡・吉野
4 口腔衛生学 前期 12 松久保・眞木・杉原
4 課題講義（PBL健診後の事後措置） 後期 4 松久保・杉原・鏡・櫻井
5 課題講義（PBL患者管理） 前期 6 松久保・杉原






3 コミュニケーション学(衛生学担当） 後期 21 介護施設における実習 櫻井・今井
3 衛生学 後期 16
松久保・眞木・杉原・山中・須山・
古賀・大澤・小関・米山
4 口腔衛生学 後期 16
松久保・眞木・杉原・古賀・鏡・
田辺・吉野・村松・櫻井・小関
















1 歯科衛生士概論 前期 1 歯科医療保健に携わる人 眞木
1 口腔衛生学 通年 30 眞木・杉原・今井
1 衛生統計学 後期 12 杉原・松久保
1 衛生学 前期 14 山中・杉原
1 う蝕予防処置法 後期 2 眞木
1 健康教育 後期 5 眞木
1 栄養指導学 後期 14 山中
2 老年歯科学 前期 2 眞木
2 障害者歯科学 前期 4 眞木・伴場
2 卒業研究 通年 20 眞木
3 卒業研究 12 眞木・松久保・杉原・古賀
講義総計 116

























































Ⅲ. 業 績 （2009） 
1 松岡海地(1), 松坂賢一(1), 川原由里香(2), 秦 暢宏(2), 橋本和彦(1), 木村裕(1), 村上聡(1), 眞木吉信, 井上 孝(1)：歯科矯正科を受診した
患者の齲蝕リスク判定に関する唾液検査の統計学的研究, 日本口腔検査学会雑誌 1(1), 48～51, 2009. 原著  (1)臨検査,(2)千病・臨検
2
Ushida,N.(1), Ishihara,K.(2), Kobayasi,N.(1), Matsukubo,T., Yakushiji,M.(1), Okuda,K.(2) : Initial acquisition and
transmission of Streptococcus mutans from Japanese mothers to children, Pediatr Dent J 19(1), 98～105, 2009. 原著　学位
論文(甲)  (1)小児歯,(2)微生物
3 Murakami T, Narta N, Shibata T, Nakagaki H, Koga H, Nishimuta M : Influence of beverage and food consumption onfluoride intake in Japanese children aged 3-5 years, Caries Res 43(5), 382-6, 2009.
4 吉野浩一, 櫻井美和, 村松康子, 田邉吉彦, 鏡　宣昭, 杉原直樹, 松久保　隆：現在歯数別にみた喪失歯数の推計―歯科疾患実態調査を用い
た解析―, 口衛衛会誌　59：159～164, 2009.
1 石原容子(ジーシー研究所 予防器材開発グループ), 立野敦史, 内藤裕樹, 高山和人, 吉居英一, 松久保隆, 花田信弘：唾液検査による新しいカ
リエスリスク評価方法, 日歯医会誌　28, 54～58, 2009(3).
2
向井美惠(1), 眞木吉信, 安井利一(2), 鶴本明久(3), 山田光彦(4), 木内祐二(5), 弘中祥司(1), 内海明美(1), 村田尚道(1), 高橋浩二(6), 綾
野理加(6), 稲本淳子(7), 山本麗子(8)：精神障害者の口腔環境・機能の実態,抗精神薬はどこまで影響するか, 日歯医会誌 28, 44～48,
2009.  (1)昭和大・歯・口衛,(2)明海大・歯・社会健康科学,(3)鶴見大・歯・予防歯科,(4)国立精神神経センター,(5)昭和大・薬・病態生理,(6)昭
和大学・口腔リハ科,(7)昭和大・烏山病院精神科,(8)昭和大・烏山病院歯科
3 眞木吉信：フッ化物応用の新しい考え方　連載にあたって, 歯界展望 113(3), 519, 2009.
4 眞木吉信, 荒川浩久：フッ化物応用の新しい考え方（2） フッ化物配合歯磨剤, 歯界展望　113(4), 743～750, 2009.
5 眞木吉信, 古賀　寛：フッ化物応用の新しい考え方（4） フッ化物応用のために知っておきたいこと(1)栄養としてのフッ化物―日本人のフッ化物摂
取基準の策定, コンポジットレジン, 歯界展望　113(6), 1155～1160, 2009.
6 眞木吉信：フッ化物応用の新しい考え方（5） フッ化物応用のために知っておきたいこと(2)フッ化物局所応用の問題点―チタン, ポーセレン, コンポ
ジットレジン, 歯界展望　114(1), 169～173, 2009.
7 眞木吉信：フッ化物応用の新しい考え方（6） ライフステージに応じたフッ化物応用―妊娠期と高齢期のフッ化物応用を中心に―, 歯界展望114(2), 369～376, 2009.
8 松久保　隆：キシリトールガムは齲蝕予防のセルフケアとして有効か(1), 歯界展望　114(3), 591～595, 2009(9).
9 松久保　隆：キシリトールガムは齲蝕予防のセルフケアとして有効か(2), 歯界展望　114(4), 793～797, 2009(10).
10 眞木吉信：平成20年度日歯生涯研修ライブラリーNo.0807　フッ化物応用の科学的アプローチ, 日本歯科医師会雑誌　62(1), 81～86, 2009.
11 渡邊弘樹, 杉原直樹：読んでナットクQ＆A, デンタルハイジーン　29, 1313～1315, 2009.
1 松久保　隆、八重垣　健、前野正夫編著「口腔衛生学」一世出版、2009　(著者；杉原直樹）
2 眞木吉信(a) 著分担：世代をつなぐ小児歯科 最新情報と子どもへの取り組み45 (a)年齢に応じたフッ化物応用の実際　フッ化物製剤（NaF，MFP，SnF2，APF）の使い分けを考える 82～87頁, クインテッセンス出版, 東京, 2009. A01-0260-1




3 眞木吉信：唾液を指標とした口腔機能向上プログラム作成, (H19-長寿-009)総括・分担研究報告書, 2009.
4 眞木吉信：歯科衛生士教育における「口腔機能の向上」トレーニングを中心とした介護予防教育の取り組みを考える, 介護予防における「口腔機能
の向上」の推進に関する総合的研究報告書, 2009.
5 眞木吉信：鴨川市「健口美教室」事業報告, 平成20年度鴨川市「健口美教室」事業報告書, 2009.
6 白鳥たかみ, 山田小枝子, 田村清美, 眞木吉信, 松井恭平：歯科衛生士養成学校における修業年限, 入学定員, 志願者数, 入学者数および就
職状況に関する現状調査, 日本歯科医学教育学会雑誌　25(1),　54～63, 2009.
7
古賀 寛, 飯島洋一, 荒川浩久, 眞木吉信, 西牟田 守, 中垣晴男：日本人のフッ化物摂取基準（案）作成後の現況：厚生労働科研「フッ化物応
用による歯科疾患予防プログラムの構築と社会経済的評価に関する総合的研究」(H20‐循環器(歯)－一般－001), 平成20年度総括研究報告
書, pp19-23, 2009(4).















































大澤博哉, 浮谷得子, 竜崎宗仁, 櫻井美和, 杉原直樹, 須山祐之, 今井光枝, 茂木悦子, 松久保　隆：児童生徒のう蝕経験とう蝕原性菌のレベル
に与える生活習慣の影響について　市川市ヘルシースクール「すこやか口腔健診」より, 歯科学報　109(2), 230, 2009(4).（第287回東京歯科大
学学会, 千葉）
2 三穂乙暁, 佐藤　亨, 松久保　隆, 後藤泰信, 久永竜一, 野本俊太郎, 山口真佐幸：ガム性状と顎運動の関連性について(第4報), 歯科学報109(2), 233, 2009(4).（第287回東京歯科大学学会, 千葉）
3 原　麻子, 関口　浩, 古賀　寛, 高橋直子, 山下治人, 泉水祥江, 米倉智子, 長野智子, 新谷誠康, 松久保　隆：シーラント填塞時のフッ化物歯面
塗布効果, 小児歯誌　47(2), 224, 2009(4).
4 柴田　力, 杉原直樹, 松久保　隆：要介護老人施設入所者における訪問歯科診療前後でのADLの変化に影響する要因, 第20回日老年歯医会抄
集, 183, 2009(6). （第20回日本老年歯科医学会総会・学術大会, 横浜）
5
梨本正憲, 津末　芋, 中村正和, 樋口恵称子, 根石美和, 輿　秀利, 須山祐之：ハイドロキシプロリン・オリゴ糖・ヨウ化銀配合歯磨剤の効果判定, 第
２９回日本口腔インプラント学会第29回関東・甲信越支部学術大会抄録集　67, 2009. （第29回日本口腔インプラント学会第29回関東・甲信越
支部学術大会, 東京都）
6 梨本正憲, 伊藤　賢, 輿　秀利, 津末　芋, 須山祐之：口腔インプラント治療における院内感染対策に関する研究（Ⅲ）, 日本口腔インプラント学会誌22(1), 163, 2009. （第39回日本口腔インプラント学会学術大会, 大阪市）
7 浮谷得子, 大澤博哉, 竜崎崇仁, 櫻井美和, 杉原直樹, 須山祐之, 今井光枝, 茂木悦子, 松久保　隆：児童生徒の食品受容応答に関連する要因
解析　市川市ヘルシースクール「すこやか口腔健診」より, 歯科学報　109(4), 435, 2009(8).（第288回東京歯科大学学会, 千葉）
8
Osawa H, Ukiya T, Kunishima M, Kobayashi N, Ryuzaki M, Sakurai M, Sugihara N, Suyama Y, Imai M, Motegi E, Matsukubo T: Relationship
between DMF, lifestyle, and cariogenic bacteria in school students in city of Ichikawa, 口衛衛会誌　59(4) 317, 2009.(第58回日本口腔衛生学
会・総会, 岐阜市)
9 古賀　寛, 眞木吉信, 松久保　隆：ラオスにおける食品中フッ化物濃度分析―ラオス食塩フッ化物添加事業基礎調査―, 口衛衛会誌　59(4)356, 2009.(第58回日本口腔衛生学会・総会, 岐阜市)
10 今村健一, 渡辺　愛, 小林海之, 小林利彰, 山本高司, 柴崎顕一郎, 眞木吉信：音波微振動歯ブラシ（デンターシステマ音波アシストブラシ）の歯垢
除去効果についての検討, 口衛衛会誌　59(4) 403, 2009.(第58回日本口腔衛生学会・総会, 岐阜市)
11 カリエス・リスクコントロールに基づく歯科医療―リスクテストの有無による成人定期健診患者のう蝕発病―, 口衛衛会誌　59(4) 448, 2009.(第58
回日本口腔衛生学会・総会, 岐阜市)
12 Ukita, T., Osawa, H., Kobayashi, N., Ryuzaki, M: Relationship between FAR Score and Oral Functions and Life-style inStudents in the City of Ichikawa, 口衛衛会誌　59(4) 476, 2009.(第58回日本口腔衛生学会・総会, 岐阜市)
13 吉野浩一, 松久保　隆：大学生における歯科矯正治療についての男女差および口や歯の満足度調査, 口衛衛会誌　59(4) 480, 2009.(第58回
日本口腔衛生学会・総会, 岐阜市)
14 須山祐之, 高久　悟, 梨本正憲, 松久保　隆：歯科医療施設での空気感染に対する実践的な感染対策（その8）－歯科診療室での衛生昆虫による
院内感染拡大について－, 口衛衛会誌　59(4) 483, 2009.(第58回日本口腔衛生学会・総会, 岐阜市)
15 小山安徳, 大澤博哉, 杉原直樹, 松久保　隆：職域成人における5年間の歯の喪失リスクの解析, 口衛衛会誌　59(4) 488, 2009.(第58回日本
口腔衛生学会・総会, 岐阜市)
16 尾﨑俊郎, 吉森和宏, 岸田　隆, 松田一郎, 西野雄一, 長野高志, 阿佐見葉子, 新井田光希子, 大澤博哉, 杉原直樹, 松久保　隆：千葉県におけ
る妊婦の歯科保健に関する意識調査, 口衛衛会誌　59(4) 492, 2009.(第58回日本口腔衛生学会・総会, 岐阜市)
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⑥地域保健活動におけるCooperation と Organization に携わることができる。



























1986   ヘルシーシティ／オタワ宣言 : 健康増進を個人の生活改善に限定してとらえる
のではなく、社会的環境の改善を含むことを確認､健康教育、 ヘルスプロモーション
1990　Healthy People 2000 （米国）
1992　イギリス国営医療制度改革の一環として、The Health of the Nation（健康な国）という新しい健康政策
1979　 米国の Healthy People： 疫学や健康への危険因子を重視し、特に個人の生活
習慣の改善による健康の実現に重点を置いたもの 
1974  ラロンド報告 : 公衆衛生活動をそれまでの疾病予防　→　健康増進へ重点を移す
1982   ヨーロッパで提唱された「西暦 2000 年にすべての人に健康を」運動（HFA2000） 



























インド：シュスルタ（B.C.600 〜 500) の著したスシュルタ本典






















1713（正徳 3 年） 貝原益軒の養生訓にも歯口の記述あり
1839 年





USA　Miller, W. D. ：「Microorganisms in Decay of Human 
Mouth」








1893（明治 26 年） 歯科医会発足
1895（明治 28 年） 歯科医会「歯牙保護論」（歯科医師の団体の最初の普及書）
1897（明治 30 年） 伝染病予防法施行
1900（明治 33 年） FDI 発足（Godon）
1901（明治 34 年） イタリアの Chiaie 地区の住民に斑状歯を発見（Eager）
1906（明治 39 年） 歯科医師法制定
1907（明治 40 年） 私立共立歯科医学校創立（現・日本歯科大学）




Oral Hygiene 誌に Fletcher の“How to eat”
1913（大正 3 年） 九州歯科医学校創設（現・九州歯科大学） Fones が歯科衛生士の養成を開始（米国）
1915（大正 4 年） 永澤盛「Oral Hygiene」出版
Mackay と GV, Black による Coloradospings の Mottled teeth（斑
状歯（歯のフッ素症） ）に関する報告
USA　New York で Dental Health Week 開催（5/24 〜 29）








延世大学歯科大学 予防歯科学講座との Web Conference 


























5 月 26 日                  10 月 20 日 



















市川市歯科医師会すこやか口腔健診 2009 年度（大澤、今井、潮見参加） 
（３/4 打ち合わせ会、9/3，10，17, 10/1，8，22, 29, 11/19, 12/10 ）  
一昨年度から開始した市川市歯科医師会のすこやか口腔健診が 9 月 3 日から 12 月 10 日まで市川市立の 10 小学校







(一般 C)で 3 年間研究費の補助を受けることとなった。 
昨年度の結果の解析から、次のような結果を得ている。 
① 齲蝕原性菌(S.sobrinus, S.mutans, lactobacilli)のレベルと齲蝕有病に関連性があった。 


















































































































                            医局員用喫煙場所(講堂東) 




































東京歯科大学社会歯科学研究室   平田創一郎 
東金市保健福祉センター      佐藤えり 
東京歯科大学衛生学講座      今井光枝 
藤沢市保健所地域保健課      熊谷美穂 
宮崎県中央保健所         森木大輔 
新潟県歯科保健協会        石本香乃子 
浜松市役所北区健康づくり課    戸谷由里 
千葉市若葉保健福祉センター    山中香苗 
東北大学大学院歯学研究科     若栗真太郎 
名古屋市歯科医師会        加藤善久 
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　2. 平成20年度会計報告（別配布）、議事録など    　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　p. 3-9
　3. 協議





講     演
「ケースメソッドによる公衆衛生教育」　　　　　　　　　　　　　　　　                                  p.13-20
各大学おける口腔衛生学関連カリキュラムの教育状況に関する調査報告
　　　　　　　九州大学大学院　山下 喜久 教授　(日本口腔衛生学会 教育委員会 委員長)
                                                                                                            　  　  p.22-57
歯科保健医療対策の動向　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　ｐ.58 話題提供： 30分
厚生労働省医政局歯科保健課　課長  日高 勝美 先生 質疑：　10分
日本歯科医師会地域保健活動の現状と大学への期待　－見えてきた8020達成社会－　　p.60 話題提供： 30分
　　　　　　　　　　　　　　  社団法人日本歯科医師会  常務理事  池主 憲夫 先生 質疑：　10分
日本学校歯科医会の活動について                                                                  　　  p.62 話題提供： 30分




































主催日本咀嚼学会 健康咀嚼指導士講習会(運営担当：松久保) 8/29-30 












今年は 8 月 29、30 日(土日)水道橋校舎血脇記念ホールで開催した。参加者は毎回 70 名弱でその半数は歯科衛生
士である。その他栄養士、歯科医師、保健師など多くの職種の人である。 
 

































































































































































































































からの Lingstrom 教授、Kwon 教授と私が答える方式で行った。学生は、２年生(６年制)と１年生(４年
制)が対象で（韓国は、わが国と同じ６年制と米国式の４年制が移行期で混在）、すばらしい英語で鋭



















































































































































































第 19 回日本全身咬合学会、名古屋（松久保、杉原：発表、座長）11/22,23 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
韓国から帰国後、丁度その時期に日本で開業医
向けのカリオロジーセミナーのため来日している旧
友の Prof.Birkhed(Dowen)と韓国で一緒であった
Prof.Lingstrom (Peter)と東北大学名誉教授の 
山田 正先生、私の恩師の髙添一郎名誉教授と一
緒に高田馬場で会食した。 
髙添先生、山田先生ともに Sweden での研究の
経験があり、大変楽しい会であった。 
学会長の挨拶(中村昭二先生) 
今年の第１９回全身咬合学会は、中村昭二先生が
学会長として名古屋で開催された。今まで本学会
の参加者は２００—３００名であったが、今回は５００
名を越える参加者数であった。内容も大変豊富で
学会に参加した先生たちに大変好評であった。 
来年の２０回大会は理事長の石川達也先生の指名
で東京歯科大学が担当することになり、松久保が大
会長、杉原が準備委員長で、江戸川区のタワーホ
ール船堀で来年１２月１１日(土)、１２日(日)に行わ
れる。 
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